
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 染料等汚染土壌のダイオキシン類迅速分析法（第２報） 

発表学会名 第 23 回環境化学討論会 

発表者名 三木 崇 （環境部） 

開催場所 京都大学（京都市） 

発表日時 平成２６年５月１４日（水）～５月１６日（金） 

発表内容 土壌試料等のダイオキシン類のスクリーニング法として、高速溶媒抽出

（ASE）による迅速抽出、RH-12ms カラムの１カラム簡易評価法、生物

検定法による簡易評価について検討した。実用的な条件下において ASE

は有効な手法と考えられ、１カラム簡易定量法では公定法と概ね同値とな

る Total-TEQ が得られた。生物検定法を土壌、底質および染料試料で検証

した結果、試算結果と実測値の両方で、GC/MS 法より 2～10 倍ほど高い

値となる傾向が認められたが、過小評価のリスクが低いため汚染判定のス

クリーニング法としては有効な手法といえる。また、生物検定法は媒体毎

に反応直線性が維持されていることから、GC/MS 法との並行測定による

反応比補正を行うことで、生物検定法の結果をもとに実濃度の推定も可能

と考えられる。 

 


